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ますね。
Ａ：はい，そうですね。ですからそれも，地域
も広くなるっていうのは，やはり高校生，大
学生となれば，当然地域からかなり離れた，
もっと全体，日本全体を考えるようなことも
含めて指導してかなければならないとも思い
ますし，いわゆる中学生としての地域での役
割，高校生としての地域や日本，そういう社
会への関わり方を考えさせていく必要がある
だろうと思います。
　　ですから，上にいけばいくほど，さらに社
会の一個人，社会の一員として何をやってく
べきか，どのように関わっていくべきかとい
う認識を強めさせるような教育のあり方が求
めらるかと思います。それは学校教育だけで
なく，地域もそうですし家庭もそうだと思う
んですけど，そういったところをかなり強調
していく必要があると思うんですけどね。
Ｑ：家庭に所属し，地域に所属して，学校に所
属する。その範囲がだんだん学校段階が上が
るに従って大きくなるということですね。
Ａ：そうですね。やはり，中学生にもなると，
学校の意義は「受験のための学校の勉強をす
るところ」みたいなイメージがあるかもしれ
ませんが，それも確かに大事なんでしょう
が，やはり学ぶ一番の基本はそこにあると思
います。ましてや義務教育ではない高校では，
自分の将来をつくっていくという意識を
持って，そのためのいろんな学びをしていく
という認識を指導していく必要があると思い
ます。
Ｑ：なるほど。ここまで学校教育の意義につい
てお話いただいてきましたが，何か言い残さ
れたことございませんか。
Ａ：そうですね。当然のことですが，学校全体
で取り組む一番元になる学習指導要領につい
てです。それを構築していく日本の行政がや
はり，いかに日本の実態を把握して，いろん
な専門家なりと，それから現場との十分な連
携を取りながら，どのような教育を推進して
いくかということを考えていかねばならない
と思います。学習指導要領は学校教育の一番
の基になりますのでね。その辺はぶれないよ
うにしてほしいなという気がします。やはり
先を見据えて構築していくべきだと思うわけ
です。
Ｑ：なるほど，最後に学習指導要領の話に入り
かけましたが，今回はこのあたりまでとさせ
てください。ありがとうございました。
